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論文内容要旨
顎顔面領域におけ
れるため,術後の後
咬合形成には,延長
あまり行われてい
生骨領域への歯の
織学的観察を行い,適切な歯の移動時鰯につい
ζ巽験方法藁実験動
 実験は以下の3群について行った。
 Co簸troL通常の歯槽骨に歯を移動する群
Gro昼pi:延長終了後2週間経過した新生骨に歯を移動
Gro葺p2:延長終了後捻週間経過した新生骨に歯を移動
まず,全身麻酔下
装着した。下顎骨
2週間,Group2では
 た。
藍評価方法蓋骨形
ルX線写真を骨切り
屠殺後に軟X線写真
距離を実演した。
した後に厚さ3.5
 製し,CMR撮影を行った。
ζ結果藷①Co血t
GroupiはGro即2と
Co就ro王の歯根吸
群とも広範距にわ
 吸収の程度がより大きかった。
匿結論および考察
動した場合とを比
認められた。今後
 とが示された。
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審査結果要旨
顎顔面領域における
れるため,術後の後
咬合形成には,延長
あまり行われていな
生骨領域への歯の移
 的観察を行い,適切な歯の移動時期について検討した。
実験動物には生後
常の歯槽骨に歯を移
Group2(延長終了後
価方法として,骨形
タルX線写真を弔い
った。また,屠殺後
けた計測点間距離
 に,非脱灰標本を作製し,CMR撮影を行った。
本研究で得られた
の歯の移動速度は
心傾斜と挺出を示す
のに対し,Groupiお
し,Group1はGroup2と比較して歯根吸収の程度が
以上の結果より,骨
動した場合とを比
認められたことから
 あることが示された。
本研究は実験群に歯
いる。また本研究の
動歯の歯根に著しい
治療計翻を立案する
よって本論文は,歯
 判定する。
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